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第９期台東区高齢者保健福祉計画・台東区介護保険事業計画 

 パブリックコメント実施結果 

 

分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

第
２
章 

地
域
包
括
ケ
ア
の
総
合
的
推
進 

第
３
章 

介
護
保
険
事
業
の
運
営 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 保険料の高騰とサービス内容の充

実の整合性をどうとるか、人手不足

問題と介護報酬の改善、地域で支え

る仕組みをどう作っていくかなど、

今後についていろいろと対応してい

くことが求められていると思いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険制度における費用負担の割

合は政令で厳格に定められており、給

付費等の一定割合を被保険者が負担す

る現行の保険料の決め方で将来にわた

り保険料の上昇を抑えていくことは困

難です。そのため、区では公費負担割

合を引き上げるよう国に要望をしてい

ます。 

 

（６.介護保険事業費の見込と第１号

被保険者の保険料／(３)第１号被保険

者の保険料） 

ご意見のとおり、高齢者が地域で安

心して暮らすためには、地域における

見守りや地域での支え合いが重要で

す。今後も、地域の方々や関係協力機

関などが協力・連携して支え合うネッ

トワークづくりを推進していきます。 

 

（施策の方向性５／施策１ 地域によ

る見守りの推進） 

意見受付期間 令和５年１２月１５日（金）～令和６年１月５日（金） 

意見受付場所 

区公式ホームページでの受付のほか、各区民事務所・分室・地区

センター、区政情報コーナー、生涯学習センター、各地域包括支

援センター、台東区社会福祉協議会、高齢福祉課、介護保険課の

窓口で中間まとめ閲覧・意見受付。 

意見受付件数 ２人、５件 

提出方法の内訳 
郵送 ０人（ ０件） ファクシミリ １人（ ４件） 

ホームページ ０人（ ０件） 持参 １人（ １件） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

第
２
章 

地
域
包
括
ケ
ア
の
総
合
的
推
進 

２ 高齢者や介護者、家族が安心して

台東区に住み続けることができるよ

う、様々な取組を実施または計画し

ていることが分かった。 

その情報が高齢者や介護者、家族

に届くことが大切。広報紙などでお

知らせしていると思うが、実際に「困

った、どうしよう」という状態でな

いと、スルーしがち。例えば、区の

ＨＰで「高齢者」と検索したときに、

ポップアップで「サービス一覧は『高

齢者の手引き』をご覧ください。こ

ちらをクリック」と出てきたり、チ

ャットのやり取りで相談窓口がわか

るようにするなど、何から始めたら

よいかわからない人への「入口（き

っかけ）」を増やしてはどうか。 

そのほかの例として 

（例）区立台東病院やリバーサイド

スポーツセンター、区民事務所・分

室などでの出前相談・認知症の項目

で出前相談を実施しているものの高

齢者サービス全般版 

・高齢者サービスが複数課にまたが

っているため、この出前窓口では話

を聞いて相談窓口や必要なサービス

の整理をしてくれるイメージ 

・リバーサイドスポーツセンターは

いろいろな年齢層が利用するので、

今は必要でない層にも区で高齢者サ

ービスをやっているんだなという意

識を持ってもらえたり、センター利

用のついでに気軽に立ち寄れるので

は。 

区では、高齢者とその家族が住み慣

れた地域で自分らしい暮らしを続ける

ことができるよう、様々なサービス提

供体制を充実し、地域包括ケアシステ

ムを推進しています。困ったときに必

要な情報がすぐ見つけられるよう、今

後も、アクセシビリティの向上に努め

てまいります。 

また、高齢者の身近な相談窓口とし

ては地域包括支援センターがありま

す。何かお困りごとがあった際には気

軽に地域包括支援センターへ相談する

ことができるよう、地域包括支援セン

ターの認知度の向上を図ってまいりま

す。 

 

（施策の方向性１／施策１ 相談・支

援体制の推進） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

第
２
章 

地
域
包
括
ケ
ア
の
総
合
的
推
進 

３ 今まで元気で介護認定を受けてい

ない高齢者が入院したり、身体状況

が急変して医療機関にかかったとき

に、医療機関で本人または家族に区

の高齢者サービス関連について問い

合わせるよう案内していただけると

助かる。 

家族は入院や手術等目の前のこと

で精一杯で、後で落ち着いたころに

「介護認定を早くお願いすればよか

った」とか「申請すればこのサービ

スを使えたんだ」ということもある

し、退院後の生活上必要なサービス

を事前に確認できるとありがたい。 

（例）区立台東病院、永寿病院、浅

草病院のような区民が多く利用して

いる病院で入院手続き時に 

・「高齢者の手引き」を渡す 

・介護認定を受けているか確認（受

けていないときは認定された方がよ

い場合はその旨をアドバイス） 

退院時の支援については、各医療機

関の地域連携室が中心となり、患者さ

んの状態によって、介護保険認定や利

用できるサービス・制度についてご案

内をしています。 

高齢者の皆様が必要なサービスや制

度につながり、安心して退院後の生活

を送れるよう、区では以下の窓口で支

援や相談を受け付けています。 

①地域包括支援センター 

６５歳以上の方の介護に関する相談を

受け付けています。 

②台東区在宅療養支援窓口 

退院後の在宅療養生活に関わる不安や

心配事等のご相談を受け付けていま

す。 

また、高齢者の皆様が必要なサービ

スや支援等を受けることができるよ

う、区ホームページやＳＮＳなど様々

な媒体を活用し、周知・啓発を強化して

まいります。 

 

（施策の方向性１／施策１ 相談・支

援体制の推進） 

（施策の方向性７／施策１ 在宅療養

支援の充実） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

第
２
章 

地
域
包
括
ケ
ア
の
総
合
的
推
進 

４ 自宅で生活できなくなっても、希

望すれば特養などに入居できるとわ

かっていれば、本人も家族も安心。 

特養をはじめとする高齢者向け施

設・住居を充分準備してほしい。 

区では、区立特別養護老人ホームの

老朽化に対応するため、特別養護老人

ホーム三ノ輪・蔵前・千束の３施設を再

編成し、新たな施設の整備を進めると

ともに、民間事業者による特別養護老

人ホームの整備を促進しています。 

また、住宅にお困りの高齢者の居住

の安定に向け、高齢者住宅(シルバーピ

ア)の供給に取り組んでおり、現在、令

和６年度の新規供給に向けた準備を進

めているところです。 

今後も、高齢者が住み慣れた地域で

安心して暮らすことができるよう、特

別養護老人ホーム等の整備や高齢者向

け住宅の確保を推進してまいります。 

 

（施策の方向性６／施策１ 介護サー

ビス基盤の充実） 

（施策の方向性８／施策１ 高齢者の

住まいの確保と住まい環境の向上） 
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分類 項番 意 見 
区の考え方 

（該当する施策） 

第
２
章 

地
域
包
括
ケ
ア
の
総
合
的
推
進 

５ 訪問診療、訪問看護をしてくれる

（または送迎してくれる）医療機関

（歯科も含む）を増やしてほしい。 

台東区において、訪問診療等に対応

している医療機関は近年増加していま

すが、今後も在宅療養を望む方が増加

していくことが見込まれます。 

区では、医療・介護関係者などの多職

種へ向けた研修や、ＩＣＴなどを活用

した多職種間の効果的な情報共有の支

援を実施するなど、在宅療養の環境を

整備するための取り組みを進めていま

す。療養しながら、住み慣れた自宅で安

心して生活を続けたいと考える方のニ

ーズに応えるため、医療・介護の多職種

連携をより一層推進し、在宅療養を支

える基盤を整備してまいります。 

また、区の相談窓口として、訪問診療

等の在宅療養に関しましては「台東区

在宅療養支援窓口」、歯と口腔に関しま

しては「三ノ輪口腔ケアセンター」を設

けています。このような相談窓口をよ

り多くの方にご利用いただけるよう、

周知啓発活動を一層強化してまいりま

す。 

 

（施策の方向性７／施策１ 在宅療養

支援の充実） 

 


